
笑顔で米ナス栽培
（右）　加藤 家廣さん　（71）
（左）　　　 好美さん（70）

　笑顔で取材に応じてくれたのは、津野町
芳生野で米ナスを栽培している家廣さんと好
美さん夫婦。昨年までハウス生姜を栽培して
いましたが、６年ぶりに米ナス栽培に復帰し
ました。訪問するといつも笑顔で受け入れて
くれます。「ＪＡの指導員がよく来てくれて状況
を見てくれるから安心して栽培できる」と語っ
てくれました。これからも夫婦で力を合わせて
楽しい農業を続けていただきたいです。

　梼原町上本村の岡田毅さんは、県外での勤めから
定年帰農し８年目になります。土佐甘とう13アールの
他に、直売用のトウモロコシ20アール、根深ネギ25
アールを栽培しています。『ふるさとの水田を守る』を
合言葉に昨年設立した 『おちめん営農組合組合長』
も務めています。朝夕植物を見て、何を求めているか
を観察すると、植物が喜んでいたり、不機嫌な時に発
するテレパシーをたまに感じて楽しいそうです ！ ！

野菜づくりは対話と観察力 ！
岡田 毅さん（68）

　興津地区で施設ミョウガ48アール、水稲25アール
を作付されている岡部さん。趣味はゴルフと旅行だそ
うですが、最近ではもっぱら旅行がメインのようです。
　近々息子さんの鉄平さん （32）もご夫婦で興津地
区に戻られ、施設ミョウガ栽培に取り組まれる予定。
親子揃って地域を一層盛り立てていただけることでしょ
う。今度は鉄平さんも取材させてくださいね。

梼原支所管内より

東津野支
所管内よ

り

大野
見支
所管
内よ
り

　四万十地区で梨40アールを作付されている門脇さ
ん。趣味が 「書」という門脇さんは、いくつになっても
日々勉強という姿勢で農作業にも取り組まれています。
　10月中旬からは新高梨の出荷も始まるようです。芳
醇な香りのする新高梨は絶品で、機会があれば是非
手に取ってくださいとのことでした。楽しみですね ！

おいしい梨をどうぞ
門脇 守さん（87）

四万十支所管内より

かど わき  まもる

か　とう　いえ　ひろ

おか　だ　　　つよし

座右の銘は 「有言実行」
岡部 勤さん（65）
おか　べ　　すすむ

よし　み

　久万秋の老人クラブの会長を務められて
いる、大野見久万秋にお住いの糸美さん。
また、大野見女性部の活動にも、欠かすこ
とのできない一人です。
　これから秋は、イベントも多く敬老会や新
米フェスタ等女性部さんでの活動も忙しく
なってきます。「これからは、みんなに迷惑を
かけないように、仲間に入れてもらって楽し
く過ごしていきたい」と、おっしゃって下さい
ました。

元気で明るく活動中 !
髙橋 糸美さん（87）
たか はし　いと  み

興津支所管内より
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句 【各支所連絡先】

大野見支所 0889－57－2321
東津野支所 0889－62－2211
興津支所 0880－25－0002

事故受付など　高西サービスセンター

0889－40－4141

㈱JAメモリアルこうち　津野山出張所

0889－40－1955

葬祭会館　ルミエール四万十

0880－22－5900

梼原支所（旧JA津野山本所）

0889－65－0111

四万十支所（旧JA四万十本所）

0880－22－0003
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